駄目なのです。　私に必要なのはこのことです。
すなわち、天からの神が聖別を受け取り、封印してくださることです。
さあ、聖霊に自分自身を喜んで明け渡しますか？　今することができます。　
まだ暗くぼんやりとしていることが多くあるでしょうが、私たちの理解を越え、自分では何も感じないとしても、それはやってきます。
神だけが変化をもたらす事ができるのです。聖霊を私たちに与えてくださったお方である神だけが、私たちの生活のなかに聖霊の力を回復させることが出来るのです。神だけが、御霊により、力をもって、あなたがたの内なる人を強くしてくださることができるのです。
自らを捧げ、全てを明け渡し，神に向かって叫び祈るための時間をとる全ての待ち望む人々には、答えは必ずやってきます。
祝福は遠くありません。私たちの神は喜んで私たちを助けてくださいます。
神は、御霊に始まったものを、肉によってではなく、御霊によって完成させることを可能にしてくださいます。
私が皆さんにお話ししようと思っている箇所は、ガラテヤ人への手紙の３章３節にあります。２節から読んでみましょう。
「ただこれだけをあなたがたから聞いておきたい。あなたがたが御霊を受けたのは、律法を行ったからですか。それとも信仰をもって聞いたからですか。あなたがたはどこまで道理がわからないのですか。」
そして今回の箇所です。
「御霊で始まったあなたがたが、いま肉によって完成されるというのですか。」
霊的生活を活気づけるとか、深めるとか、強めるといったことについて語るとき、私たちは何か弱々しく、間違っていて罪深いことを思い浮かべています。
そして神の御前においてこのように告白するのは素晴しいことです。
「おお神様、私たちの霊的生活はあるべき姿にありません！」
読者の皆さん、神があなた方の心に働いて、それをさせて下さいますように。
ああ、この御霊に始まったものが肉によって完成されるということは、私たちが理解している以上にはるかに深く私たちに根付いています。私たちがまったくの恥と空虚のなかに連れて来られたときにこそ高きところからの祝福を受けることが出来るのだということを、私たちに悟らせてくださるよう、神に願おうではありませんか。
そして私はこの二つの質問をしましょう。
親愛なる同胞の牧師よ、私は福音の務めをする全ての兄弟にこのことを尋ねるのですが、「あなたは聖霊の力のもとに生きていますか？　あなたは、油注がれ、御霊に満たされた人として、神の御前にあなたのミニストリーと生活とを生きていますか？　ああ、兄弟たちよ、私たちがいるところはひどいところです。神が私たちのために何をなさってくださるのか、人々に示さなくてはなりません。
言葉や教えによってではなく、私たちの生活によってです。そうするように神が助けてくださいますように！」
神は御自身の御子を与え、また聖霊様を与えてくださいました。信者たちはどうしてその特権に十分に与るものとして歩むことが出来ないのでしょう？
この質問に対する極めて厳粛な答えが、複数の書簡のなかに見られます。たとえばテサロニケ人への第一の手紙などのような書簡では、パウロはクリスチャン達にむかってこのような感じのことを書いています。
「私はあなたがたが成長し、豊かにされ、もっともっと満たされるようになることを望んでいます。」　彼らはまだ若く、その信仰は十分ではありませんでしたが、とりあえず及第点のところにあり、パウロは大いに喜んでいました。
そして彼は何度もこう書いています。「あなたがたがもっと豊かにされるように、もっと満たされるように、私は神に祈っています。」
　しかし、それとはかなり違う口調の手紙を書いている箇所もいくつかあります。特にコリント人への手紙とガラテヤ人への手紙です。
パウロはこれらの手紙では、人々がなぜクリスチャンとしてあるべき姿に成長
していないのか、様々な表現を用いてその一つの理由を語っています。
あなたの心にやってきて、その偉大な御力によってあなたを聖別し、神の尊い御心をなさしめ、あなたの心を喜びと力で満たすことがおできになるお方であるというメッセージです。
しかし、ああ！　私たちは聖霊のことを忘れ、悲しませ、侮辱して来ました。それゆえに聖霊はその御業をなさることが出来ないでおられたのです。
しかしあなたにこのメッセージを伝えましょう。天の御父は、御自身の子供たちを聖霊によって満たすことを喜びとされるのです。神は一人ひとりに個人的に、個別に、聖霊の力を日々の生活のために与えることを願ってやまないのです。
その命令は個人的に、また統合的に、私たちに与えられます。神は私たちが神の子供として立ち上がり、神の御前に私たちの罪を置き、憐れみを請うて神に向かって叫ぶことを願っておられます。
ああ、あなたはそんなにも愚かな者なのですか？　
御霊に始まったものでありながら、御霊に始まったものを肉において完成させようというのですが？　恥じ入って膝を屈めましょう。
そして私たちの肉的な宗教、自己による努力、自信がいかにすべての失敗のもと
をあなたがたにお伝えするために私のことを用いてくださるのであれば、私がただ一つお伝えしたいことはこれです。
「教会が、聖霊こそその力であり助けであるということをもう一度認め、全てのものを投げうってただ御霊に満たされるために神を待ち望むようになるのであれば、教会本来の美しさや喜びは戻ってくることでしょう、そして神のご栄光が私たちの間に現わされるのを見るようになるでしょう。」
全ての個々の信者への私のメッセージはこれです。
「あなたは聖霊の御力のもとで日々生きていかなければならないと理解するに至らなければ、何もあなたの助けになるものはありません。」
神は、御霊の力があなたの生活の一瞬一瞬において現わされているような生ける器になることを望んでおられます。そして神様はまさにそのことを可能にしてくださるのです。
では、このガラテヤ人への言葉が何を私たちに教えてくれるのか、見てみまし
うのでしょう、「私たちはあまりにも弱く、あまりにも無力なので、従おうとしたし、従おうと誓ったけれどもなぜか失敗してしまうのです。」
ああ、そうです、あなたがたは神の力を受け入れないから失敗するのです。
ただ神のみが、あなたのなかで御自身の御心を成し遂げることがおできになります。あなたには神の御心を成し遂げることは出来ません。神の御霊だけが出来ます。
教会が、信者たちが、このことを理解し、人間的な努力によって神の御心を行お

うとすることを止め、聖霊がすべての全能で可能にする力をもってやってくるの
を待つまでは、教会は神が望んでおられる姿、神が喜んで変えてくださろうとし
ている姿になることは出来ないでしょう。
聖霊に明け渡して
ここで私の最後の考えをお話しましょう。それは「回復への道は何なのか」という問いかけです。
めの聖霊をお与えになるのだということです。事実、パウロはそのことをガラテヤ人に一度ならずもそれ以上繰り返して言いました。

「あなたはどのようにして聖霊を受けたのですか？　律法を行ったからですか、それとも信仰をもって聞いたからですか?」
パウロは彼の教えのもとで力強いリバイバルが起きたときのことを指しているのかもしれません。神の御力が現され、ガラテヤ人たちはこのように確信を持って告白したのです。
「そうです、私たちは聖霊をいただきました。信仰によりキリストを受け入れ、信仰によって聖霊を受けたのです。」
さて、自分たちが救われたときに聖霊をも受けたのだということをろくに知らないクリスチャンが大勢いるというのは恐るべきことです。圧倒的多数のクリスチャンは「私は赦しを受け、平安をいただいた」と言うことが出来ます。
しかしながら、もしあなたがその人たちに「聖霊は受けましたか？」と聞くならば、彼らは躊躇し、そして「はい」と答える人がいるとしてもその多くがためら
はどこにあるのか？」と。　ないのです、悲しいほどに、欠落しているのです！

これはあたかも私たちの弱さの自然な結果であり自分ではどうしようもないことなのだとばかりに語る人たちが大勢います。これらのことは罪であるかのように語り、しかも打ち勝つことに対する希望を諦めてしまった人たちが大勢います。
教会のなかで自分たちの周りに見られるこれらのことについて語りはするものの、変化をもたらすことにはわずかながらの見込みも持たない人たちが大勢います。　根本的な変化が訪れない限りは、信者のなかにある全ての罪は、肉から、私たちの宗教的な活動のただなかにある肉的な生活から、神に仕えようと自分の努力に邁進するところからやって来るのだということに、神の教会が気付き始めない限りは、見込みはありません。　
私たちが告白をすることを学ぶまで、私たちが理解するようになるまで、何とかして力に満ちた神の御霊を教会に取り戻さなくてはなりません。
ペンテコステのとき、教会はどこで始まったのでしたか？　御霊にあって始まったのです。しかし、ああ、次世紀の教会はなんと肉に落ちてしまったことか！　
聖霊をないがしろにして
では次に、その恐るべき危険について考慮してみましょう。
皆さんは鉄道の切り替えが何をするものか御存知ですね。車両を引く機関車はある一定の方向に向かって進みますが、きちんと開くか閉じるかしていないポイントがあると、右か左か、わからない方向に切り替わってしまいます。そしてもしそのようなことが起きると、たとえばの話、暗い夜だったとしましょう、列車が間違った方向へ進んでしまい、人々はかなりの距離を進むまでは間違いに気が
つかないかもしれないのです。
神は、日々の歩みのなかで御霊の力の中で生きるようにとクリスチャンに聖霊を与えてくださいます。人は、聖霊の力なしにはたとえ一時間たりとも神の御心に従って生きることは出来ません。それなりに良い、安定した暮らし、いわゆる
御霊の実の欠如
第三の考えは、「ガラテヤのような教会あるいはクリスチャンが、肉の力において神に仕え、御霊によって始まったものを肉によって完成させていることの証拠や徴候はどのようなものか？」ということです。
答えはいたって簡単です。宗教的な自己による努力は、いつでも罪深い肉に帰結します。ガラテヤ人たちはどのような状態にありましたか？　
　律法の行ないによって義と認められようと必死になっていましたね。にもかかわらず、彼らは言い争いをしており、互いを食い尽くす危険のなかにいました。
彼らの愛の欠如を指摘するために使徒パウロが用いた表現を数えてみてください。
１２以上あるでしょう。　うらやみ、妬み、苦み、争い等など、様々な表現が用いられています。４章、５章で、パウロがそのことについて何と言っているか、読んでみて下さい。
彼らが自らの力で神に仕えようとしたものの、いかに無惨にも失敗したことか、
生活においてきわめて活発であり、私が回心した後も、そして聖霊を受けた後でも、自分自身の力を尽くすことで神に仕えようとしてしまうかもしれない」というようなことを表現しているのです。
私は大変熱心に多くのことを行っていながらも、それでもほとんどの場合、それは神の御霊よりも人間の肉の働きであるかもしれないのです。
何と厳粛な思いにさせられることでしょう。人は、自分でも気付かないうちに聖霊の路線から肉の路線へと切り替わってしまっているかもしれないとは。
人が熱心に働き、偉大なる犠牲を払い、にも関わらずそれが全て人間の意志の力によるかもしれないとは！　

あぁ、私たちが自らを省みて神に問うべき大切なことは、　私達の信仰生活が、御霊の力のもとによって歩まれているのか、それとも自分の肉の力によるものなのかを神に示していただくことです。

たとえば、ある人は牧師かもしれません。彼はそのミニストリーにおいて非常
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